
Title 東京市立図書館における社会教育実践 :
今澤慈海の図書館理念と活動を中心として

Sub Title Social education practices at Tokyo City Library : focused on the ideas and
activities of lmazawa Jikai

Author 山梨, あや(Yamanashi, Aya)
Publisher 慶應義塾大学大学院社会学研究科

Publication year 2003
Jtitle 慶応義塾大学大学院社会学研究科紀要 : 社会学心理学教育学 :

人間と社会の探究 (Studies in sociology, psychology and education : inquiries into
humans and societies). No.56 (2003. ) ,p.51- 62 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00069

57X-00000056-0051

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その
権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic
societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the
Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


はじめに

東京市立図書館における社会教育実践

今津慈海の図書館理念と活動を中心として

SocialeducationpracticesatTokyoCityLibrary

-FocusedontheideasandactivitiesoflmazawaJikai-

山 梨あや＊
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日本の社会教育が制度的にも思想的にも欧米の近代市民社会の形成をモデルとした近代的性格を有す

るようになるのは地方改良運動を経て１９２０年代末葉であり，この時期は社会教育成立期といわれてい

る')。本稿はこの時期に発展した図書館に注目し，図書館における社会教育実践を検討することを目的

としている。

社会教育成立期における|Xl書館と社会教育との関係に注目した社会教育史研究は必ずしも多くはない

が，倉内史郎は『明治末期社会教育観の研究』において「図書館の事業が第一義的に教育的・人間啓発

的性格を持つことは明らかである。社会教育の主要施設として，地域団体の活動とはその作用の仕方を

まったく対庶的に異にする図書館がかならずあげられていたのは，あらためて注意されてよいことであ

ろう２１｡」と社会教育史研究において図書館の位置づけを検討する必要‘性を指摘している。しかし，図書

＊慶膳義塾大学大学院社会学研究科教育学専攻博士課程（日本教育史）



５２ 社会学研究科*己要第５６号２００３

館の事業が社会教育史にどのように位置付くのかは，図書館の実態も含めて十分に検討されているとは

いえない3)。また『日本近代教育百年史')』を初め従来の社会教育史では，戦前期の図書館は思想善導機

関としての役割が強調されてきた5)。しかしながら，これらの指摘は法制度や政策の検討に基づくもの

が中心であり，地域における社会教育の実践、つまり社会教育の実態に焦点をあてた研究はあまり見ら

れない6)。

一方．図書館史研究の分野においては社会教育成立期の図書館論や図書館に関する研究蓄積がある。

石井敦の『日本近代公共図書館史の研究」（日本図書館協会，１９７２年）はその噴矢であり，その他川本

宇之介の図書館論を検討した山口源治郎の研究7)，東京市立図書館の活動を検討した奥泉和久8)や是枝

英子の研究9)などがある。これらの研究は図書館政策と図書館における活動，活動を推進した人物の図

書館論とを併せて検討しており，当時の図書館とそれを取り巻く状況を歴史的に考察する上で資すると

ころが大きい。しかしながら，これらの研究はともすると行政側と図書館員とを単純な対立図式でとら

える傾向がある。たとえば石井は臨時教育会議の答申以降，行政側が図書館を教化機関とする一方で，

図書館員は民衆のための図書館づくりを提唱したとしている１０)し，是枝も「大正デモクラシー運動と深

く関わりながら，住民に開かれた図書館を目指して努力し，実践した公共図書館」である東京市立図書

館など「ごく少数の例外」を除いて，戦前期の図書館の大部分は国民教化機関として機能したという

論'')を展開する。しかしながら，この対立図式ゆえになぜ東京市立図書館のような「ごく少数の例外」

が存在し得たのか，そして当時の社会教育構想と図書館の理念とがどのような関係にあったのかは不明

確である。

このように，社会教育史においては社会教育成立期の図書館を思想善導機関と位置付ける一方で，図

書館史においては東京市立図書館などを例に挙げながら，思想善導への対抗的存在，「デモクラシー」の

旗印としての図書館を強調するという二項対立的な評価がされてきた。しかしながら．東京市ウ図書館

に対して思想善導か，デモクラシーかという二項対立的な評価を下すことは，結果的には同時代に社会

教育としてなされた一つ一つの活動や実践を社会教育史における「例外」として歴史から切り捨てて

しまう危険性を学んでいる。むしろ，これらの活動や実践が「例外」としてではなく，その時代にどの

ように存在し得たのかを明らかにすることによって，実体のある社会教育史を描き出すことが可能にな

るだろう。そのためには，図書館における実践に即して当時の社会教育構想との関係を再検討すること

が必要であると考える。

本稿では従来の研究を踏まえながら，１９０８年（明治４１）の開館以降，蔵書数，閲覧者数共に全国で

最も高い水準にある図書館として発展していた東京市立図書館における社会教育実践を検討する。東京

市立図書館をとりあげる理由は以下の三点にある。第一に，「公共図書館における代表的な指導者'2)」と

される今津慈海（1882-1968年）が現在の図書館長に相当する館頭として積極的な活動を展開し，「東

京の図書館史上まさに一時代を画すI3)」功績を残したとされていること，第二に館報である『市立図書

館と其事業'4)」（以下『其事業』）によって当時の活動の様子を把握できること，第三に当時の東京では

｢都市」が形成されつつあり，都市に密着した活動が展開されたことである。以下では東京市立図書館に

おける実践を検討し，思想善導機関としての役割が強調されてきた図書館の実態，そして都市における

社会教育実践のあり方を明らかにする。また，図書館運営に貢献した今津の理念および実践に即して当

時の社会教育構想との関係を再検討することで，社会教育実践を踏まえた社会教育成立期の歴史を描く

一助としたい。
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１．社会教育政策と図書館

東京市立図書館の事例を検討する前に，社会教育政策と図書館との関係を概観しておこう。近代日本

において図書館に対する注目が高まったのは明治３０年代前後である。欧米とは異なり，図書館を民衆

のための教育機関としてとらえる発想は乏しく，財政上の問題もあって文部省の図書館に対.する政策は

長い間等閑視されていた'5)。日清戦争後のナショナリズムの昂揚に後押しされる形で，図書館に関する

単独法令である図書館令が規定されたのは１８９９年（明治３２）のことである。

『日本近代教育百年史』では．図書館発展の原因として「地方改良運動｣，「デモクラシー｣，「思想善導」

が挙げられている16)。内務官僚井上友一は地方改良連動を推進する過程で図書館の設置を奨励し，文部

省も通俗教育調査委員会の設置や第一次大戦後の臨時教育会議における「通俗教育二関スル件」の審議

を通じて思想善導を目的とした社会教育政策を活発化させていく。これに伴い，図書館に関する法令も

整備されていった。たとえば１９１０年（明治４３）には図書館令が改正されて図書館の設置基準が明確化

し，１９２１年（大正ｌO）には公立図書館職員令によって図書館員の身分保障がされることとなった。こ

れを反映して，図書館の数は増加の一途を辿る。図書館数は１８９９年の時点では３８館であったが，

1909年（明治４２）には２８１館と１０年間で約７倍に増加した。また日露戦争が始まった１９０４年（明治

37）から１９０８年をみると，わずか４年間で図書館の数はｌＯＯ館から２００館へと倍増し，１９１９年（大

正８）には１５００館，１９２５年（大正１４）には約３９００館に達している'7)･図書館数の増加は，図書館が

社会教育の成立過程で教育機関として重視されたことを端的に示しているといえよう。

それと同時に図書館に対する国家の統制も強化されていくことになった。石井は，日本図書館協会の

機関誌である「図書館雑誌」誌上で，社会教育政策の進展に伴って図書館を思想善導機関と位置付ける

論が展開されることを指摘している18)。１９２２年（大正１１）には全国図書館大会に対する文部大臣諮問

｢図書館をして社会教化の中心たらしむるに適切なる方法如何」が提出された。「図書館雑誌』には婦人

会や青年団と図書館との連携を強化することや，読書指導を徹底すること，社会主義関係の図書を排除

し社会教化関係の図書を置くなどの答申意見がみられる'9)。

このように社会教育の成立過程で図書館は増加し法令も整備されていくが，それと同時に図書館に対

する国家の統制も強化されていった。このような状況を踏まえて，以下では東京市立図書館における実

践とそれを支えた理念を検討する。

2．東京市立図書館と今津慈海

（１）東京市立図書館の沿革

東京市立図書館は１９０８年の日比谷図書館開館以降順調に発展し，１９２１年には全２０館から成る図書

館網を形成するに至った。この背景には，人々の文化的なものに対する要求の高まりと「都市」の形成

がある。日露戦争は戦後景気のみならず，人々のコミュニケーションに対する欲求や教育意識の向上を

もたらし，「文化産業」を成立させると共にその享受層を拡大させた。特に東京では三越を代表とするデ

パートが文化・流行の発信地となり”人々の文化的なものに対する要求を益々増大させた。また，市電

などの交通網の発達に伴い，東京は巨大な都市を形成しつつあった201・東京市立図書館の沿革は以下の

通りである（表ｌ)。

第一にこの表から読み取れるのは，東京市教育会の図書館への注目の早さである。星享や寺田勇吉
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1900（明治３３）

1902（明治３５）

1903（明治３６）

1904（明治３７）

1908（明治３８）

1９１１（明治４４）

1９１４（大正３）

1９１５（大正４）

1921（大正１０）

1９２３（大正１２）

1924（大正13）
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表ｌ東京市立図書館の沿革

東京市教育会設立（会長：星享副会長：寺田勇吉）

東京市教育会，通俗図書館設立建議を松田秀雄市長に提出

尾崎行雄，東京市長に就任

坪谷善四郎らにより「通俗図書館設立の建議案」が市議会に提出，可決

東京市立日比谷図書館開館

市立図書館全１９館に

１２月，今津慈海が主事に就任

３月 日比谷図書館には館頭，他の図書館には主事を置き，館頭が全図書館を統制する中

央図書館制が始まる

後藤新平が市長に就任，牛込図書館の復興，図書館は全２０館に

５月，市役所処務規程改正，図書館は社会教育課に属する，館報発行

成城小学校への文庫貸し出し，関東大震災

３月，市役所処務規程改正，図書館は学務課に属することとなる

(元文部官僚)，坪谷善四郎（博文館の編集主幹，大橋図書館経営，１９００年より東京市会議員）らは市議

会内における発言力も大きく、図書館設立に向けて市議会の協力を得ることに成功した。また，この時

期大阪と京都では図書館建設の目途が立っていたこともあり、市民の世論形成も容易であったとい

う2')。当時日比谷図書館主事であった渡辺又次郎が「閲覧が目的で保存するのではない22)」と語ってい

るように，東京市立図書館は設立当初から非専門的な「通俗」図書館としての性格を明確に打ち出して

いた。大阪や京都への対抗意識に根ざしながらも，東京市立図書館が一般市民の利用を目的に設立され

たことは注目される。

第二の特徴は尾崎行雄，後藤新平という開明的な人物が東京市長として図書館の発展に貢献したこ

とである。尾崎は「日比谷図書館」の命名，落成に尽力したし後藤は財政難の中で焼失した牛込図書

館の復興や麹町図書館の開館，さらに関東大震災後の東京市立図書館の復興に巨額の予算を投入した。

尾崎や後藤の存在によって、東京市立図書館は発展のための行政的基盤が築かれたといえよう。

第三の特徴は，日比谷図書館に館長職に相当する「館頭」を置き，全東京市の図書館を統制する「中

央図書館制」が１９１５年に導入されたことである。この制度の下では、館頭の裁量で予算配分や人員配

置など図書館の運営を行うことが可能であった。今津は日比谷図書館を中心とする図書館網の整備，閲

覧料の値下げや無料化児童奉仕の充実など大胆な機構改革を推進している。今津のリーダーシップは

この制度と相侯って発揮された。１９１５年から１９３０年（昭和５）の東京市立図書館が「発展期23)｣．「黄

金期24)」と評される所以である。

さらに東京市立図書館の立地も注目される。日比谷と深川を除く図書館は、当初小学校に付設されて

いたこともあって山の手と下町にバランスよく分布している。また，いずれの図書館も市電の駅近くに

建設された。館報『其事業』の第６号には「東京市立図書館全図」という地図が掲載され，各図書館の

最寄駅が示されている。このことは，東京市立図書館が都市の生活に密着した存在であったことを端的

に示すものである。このように，東京市立図書館は東京市教育会の図書館に対する意識の高さと市民の

利用を第一目的とした設立の理念，東京市長の支援，強力なリーダーシップを発揮する館頭とそれを可

能にするシステム、都市生活に密着した存在であったことなどに支えられて発展したといえよう。それ

では，東京市立図書館の発展に貢献した今津慈海とはどのような人物であり，いかなる図書館理念を有

していたのだろうか。
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（２）今津慈海の経歴と図書館理念

今津慈海は１８８２年（明治１５）愛知県に生まれ，第五高等学校を経て１９０７年（明治４０）に東京帝国

大学文科大学哲学科を卒業，１９０８年東京市に事務員として就職している。１９１３年（大正２）より東京

市立日比谷図書館の主事補となり，翌１４年(大正３）に館長待遇の日比谷図書館主事，１５年には機構改

革により館頭となり，１９３１年（昭和６）に東京市主事を辞職するまで館頭職にあった。また，１９２１年

から１９３９年（昭和１４）までは川本字之介が初代所長となった文部省図書館員教習所の講師も務めてい

る。東京市辞職後は成田中学校校長，成田図書館館長などを務め．１９６８年（昭和２３）死去した。主著

に『児童図書館の研究』（竹貫直人と共著，博文館、１９１６年)，「|Xl書館経営の即論及実際』（叢文閣，

1926年）などがあり．図書館における児童奉仕の先駆者的存在とされている25)･

今津は体系的に図書館学を学んではいないものの，内外の図書館に関する文献を常に検討し，多くの

人々が図書館になじみがない当時の日本の実情に適した図書館運営を目指していた261ｏ今犀は図書館の

最大の使命は「読書趣味の酒養」にあり，「読書力の養成と共に一朝一夕にして出来るものではない。其

の十分を期するにはどうしても少年時代から養はなければならない27)」と考えていた。そして自身の図

書館理念について「公共図書館の社会民衆に対する文化的貢献効果は，「生涯的普遍的教育」なる語を

以って統括し得くし｣，「此の効果は各人の自学自修によるが故に一層顕著なること，（中略）真の文化的

発達は各人の能動的意志の自由なる開展|こよるものなることを記せざるべからず」と述べている28)。こ

こには，図書館は「社会民衆」のために存在し，「生涯的普遍的教育」の効果をもたらすものであること，

そして「真の文化的発達」は各人の「能動的意志」の展開によってのみ達成されるという今津の信念が

反映されている｡そしてこの「生涯的蒋遍的教育」は，図書館を学校以外の教育機関として機能させる

という理念を内包するものであった。後に今津は，「実際図書館教育そのものの大部分はこの成人教育そ

のものである」と成人教育を視野に入れながら，「物の成るはその日に成るのではない。成人教育も真に

その効果を望むのならば，青年時代，猫遡って幼少時代からの準備が必要である｡」と児童への働きかけ

の重要性を主張している29)◎このことは，後述する図書館での児童室の運営や学校教育との連携などの

経験を経て，今津が当初から重視していた児童への働きかけの意味をより深化させたことのあらわれと

いえよう。

今津の図書館理念としてもう一つ挙げられるのは，図書館を「利用者本位」のものとすることである。

それは，図書館を開架式にすることを提言した以下の文章に見出される。

近代図書館の特徴中最も顕著なるものは 書架を公開し，読衆をして直接書架に接せしめ，所要の図

。（中略）随てこの施設を欠く公共図書館は，既に業にその書を選択せしむる公開書架式閲覧法である。

点丈で近代的図書館と云へないのである。

公開書架式の利害得失

甲，利点目録では著者をよく知ったものでなければ選択困難であるが，開架式は，閲覧者が図書そ

のものに就いて見ることが出来るので，各自は自分の希望の図書を選び出すことが出来る。

乙，欠点図書の紛失の多いこと

これは開架式に対する危1倶の最も大なるものであるが，（中略）尚ほよし多少の物的損害があったとし

ても，これに幾倍の精神的所得があることを思へば忍ぶべきである。

犀慈海「公開書架式閲覧法に就いて」「其事業』第２５号、１９２４年，

(太字は原文・下線は引用者、今

1-4頁）
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ここには今津の近代性への志向とともに，図書館を人々にとって利用し易く、かつ親しみ易いものと

することを目指した「利用者本位」の図書館理念があらわれている。次章では，今津の図書館を「生涯

的普遍的教育」機関，「利用者本位」のものとする理念が，東京市立図書館においてどのように実践され

たのかを検討する。

3．東京市立図書館における社会教育実践

（１）「生涯的普通的教育」を目指した実践

前述したように，今津が図書館を「生涯的普遍的教育」機関とするために重視したのは児童に対する

働きかけである。子どもに対する関心は明治後期から高まり，大正中期になると児童中心主義の広まり

に伴って児童向けの読物が次々に出版された。もっともこれらの読物は決して安価なものではなく，誰

もが手に出来るものではなかった。また児童向けの読物の増加に伴い，読物を管理・統制する必要性が

主張されるようになった30)。このような背景のもと，今津は児童図書の購入および目録の作成を積極的

に行い，貸し出しの手順を図解にして分かり易く説明した。また学校教育との連携にも積極的であった。

たとえば，923年（大正，2）には成城小学校の要請に応じて，学級文庫の編成のために児童書２００冊を

セットにして貸し出している31)。また，児童を図書館に呼び込むための「オ話ノ会」は日比谷図書館では

毎週土・日に，深川図書館では毎日３０分行うなど，重視された事業の一つである。話者には少年文学作

家として名高い巌谷小波を招いたこともある○その他にもお伽話会や，科学講演会など児童を対象とし

た多彩な催しがあった。１９２３年からは児童の書評を館報に掲載するなど，図書館に来る児童の参加意

識の昂揚を意図したと考えられる試みも始まっている。

東京市立図書館では，児童に限らずより多くの人が図書館に足を運ぶように積極的な広報活動を展開

している。無料の館報を月一回発行する他，図書館のポスターを作製して市電の中に張り出したり’

1923年には丸善や三越，松屋などとタイアップして読書週間の宣伝を行ったりしており，東京という

都市の性質を踏まえた大胆な広報活動が行われたｏ

さらに，市内２０箇所の図書館ではほぼ月一回、様々な講演会が開催され幅広い層の人々を図書館に

集めることに成功したＯ講演会の内容は図書館の立地条件や利用者層を考慮して，工業地帯にある深川

図書館では工業に関する講演会，学生や官吏の多い外神田の図書館では学術講演会を開催するなどの工

夫をしている。実現はしなかったが，今津は図書の閲覧記録から夏目欺石の人気が高いことをみて，講

演を依頼する書簡を送っている32)。

このように，東京市立図書館では図書館を幅広い層が利用できるよう，図書の閲覧や貸し出し以外に

も児童奉仕や講演会などの多様な活動が展開されたＯこれらの活動は，当時の人々の噌好や時代風潮を

踏まえた上で，図書館を幅広い層の人々が利用できる「生涯的普遍的教育」機関とすることを目指した

実践であったといえよう○

（２）「利用者本位」の図書館を目指した実践

東京市立図書館では，閲覧料の値下げや無料化開館時間の延長，貸し出し方法の簡便化とそのＰＲ，

｢同盟貸付」と呼ばれる図書館間の相互貸借サービスの実施，レファレンスサービスの充実，読書調査の

実施など，人々が利用し易くそのニーズに最大限応じようとする「利用者本{立」の図書館理念に基づく

実践があった。その中でも閲覧料の値下げや無料化は当時の図書館としては画期的なものであった。



東京市立図書館における社会教育実践５７

サービスの導入と閲覧人員の増加との因果関係は必ずしも明確にされてはいないが，表２にも見られる

ようにサービスの導入は閲覧人員の増加に何らかの影響を与えたと考えられる。これによると，深川図

書館や日比谷図書館の児童室，新聞雑誌室の閲覧料の無料化などのサービスの導入に伴って閲覧者が増

加している。特に，日比谷図書館の新聞雑誌室と深川図書館の利用者数は，それぞれ東京市立図書館全

体の閲覧人員の２０％，１０％を占めるようになった33)。

また利用者の読書傾向を把握し，そのニーズを探るために読書調査が頻繁に実施された。この結果は

利用者の職業や性別などの視点から分析され，「『死線を超えて，太陽を射るもの－賀川氏」『愛すればこ

そ－谷崎氏』『出家とその弟子－倉田氏」等は多数に於いて一頭抽んで笈居た様で御座居ます34)」などの

評価を織り交ぜながら，閲覧回数の多い順に館報に掲載された。従ってこの読書調査は利用者にとって

は読書案内の役割を果たすものであったといえる。

東京市立図書館が「利用者本位」の図書館づくりを目指して運営されていたことを最もよく象徴して

いるのが，関東大震災後の活動である。震災によって東京市立図書館は全２０館中１２館を焼失し，これ

以外の図書館も大部分は倒壊や蔵書の焼失などの被害に見舞われた。しかし，今津は被害を免れた日比

谷図書館を中心に，人々に「慰安」を与え，地震に関する情報提供を行うべく９月２０日から児童室を皮

切りに臨時開館を始めている35)。また人々が多く集まる明治神宮や靖国神社など市内１２箇所に臨時図

書閲覧所が設置された。ここには娯楽的な図書の他，震災で職を失った人々の生活再建のために，登記

や起業関係の書籍，統計等が置かれた。臨時図書閲覧所は開館時間を市電の時間に合わせて延長したこ

ともあり，多くの利用者を集めている。

もちろん，このような「利用者本位」の図書館を目指した実践は今津一人のみで進められていたわけ

ではない。たとえば今津の部下であった竹内善作は，娯楽的な書籍を図書館の蔵書とすることへの批判

に対する反論を展開している。竹内は「元来，公衆のすべては必ずしも知識を求め図書に渇しているの

ではない」と図書館の利用者の実,情を踏まえた上で,「公共図書館は一面市民自らの納税義務によって維

持せらる畠公有機関たるに於て，市民の日常生活に便宜を与ふるのは，当然過ぎる程当然ではあるまい

か。図書館が娯楽的読物を望むもの，若くは全く読書を好まない公衆を牽引する手段として，（中略）公

衆の娯楽機関となることに力めるのは，決して間違ったことではあるまい｡」と主張する36)。この論に

は，公共図書館が市民，公衆のための機関であること，市民の日常生活に便宜を与える存在であるべき

ことが明確に示されている。このことは，図書館を「利用者本位」のものとする運営方針が今津以外の

図書館員にも共有されていたことを端的に示すものといえよう。

さらに，東京市立図書館が利用者のニーズに最大限応えようとしていたことは，その蔵書構成にも反

映されている。東京市立図書館では，竹内の指摘した娯楽的読物だけではなく，大逆事件以後問題視さ

表２サービスの導入と閲覧人員 (単位：人）

年
東京市立

図書館全体

新聞

雑誌室
児章宰

深川

図書館
サービス

1９１１ ５１７，６５６ ４７，１４９ 1４４，６６８ ３９，９６６

１９１６ 1，５８６，５６９ 1０５，７４５ 2２９，４２８ 1５５，４４４ 日比谷児童閲覧料無料化・深川閲覧料無料化

1９２１ 2,110,524 4６１，０１５ 2９０，２５２ 1７０，１８２ 日比谷新聞雑誌室無料化・館報発行

1９２６ 2,055,314 4３５，６１１ 2３１，５１６ 103,288
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れていた社会問題や社会主義関係の図書も閲覧

に供されていた。前述の「図書館を社会教化の中

心たらしむるに適切なる方法如何」に対する答

申意見には，閲覧図書を規制するものがあるこ

ととは対照的である。

このような積極的な活動の結果，東京市立図

書館は年々蔵書冊数､閲覧人数,図書館経費を増

加させていった(表３)。このことは,東京市立図

書館がその内容を充実させ，人々に対する働き

かけを積極的なものにしていくにつれて，より

多くの人々に受け容れられ，利用されるように

なったことを示している。また，関東大震災後の

図書館の復興には全復興費の4.3％に相当する

，００万円が充てられたが，ここにも東京市立図

書館の発展と，当時の人々の図書館に対する期

侍を見ることができる。既述したように，当時は

図書館を思想善導機関と位置付ける論が優勢に

なりつつあった。その時期に東京市立図書館に

おいては従来指摘されてきた「思想善導」という

第５６号２００３

表３東京市立図書館の蔵書冊数，閲覧人員， 経費

年 蔵書冊数 閲覧人員 経費（円）

1９１３ 1１４，２４４ 1，４０３，９７７ ５１，１７５

1９１４ 1１９，１５８ 1,344,836 6０，１６５

1９１５ 158.275 1,438,215 4９，８３０

1９１６ 1４１，４０１ 1,586,569 5７，４１２

1９１７ 150.708 1,601,884 5９，１９０

1９１８ 1５８，９７６ 1，６９６，９９４ 7４，６２６

1９１９ 1６９，０７９ 1,792,015 108,522

1９２０ 2２８．３０７ 1,961,356 1８３，５４４

1９２１ ８，４９１ 2．１１０，５２４ 1９７，５６２

1９２２ 298,516 2，１０７，３０８ 2０２，６８８

1９２３ 154.044 1，２１９，６９６ 1９０，３７３

1９２４ 1９１，８９４ 1,566,242 285,014

1９２５ ２１２，１４１ 2,430,491 2２２，５１８

『文部省年報」より作成

枠組みではとらえきれない，図書館を「生涯的普遍的教育」機関，「利用者本位」のものとするという信

念に基づく精力的な活動が展開されていたことは注目される。もちろん，この実践が今津による積極的

な活動，今津の活動を支援する図書館員や制度の充実という条件の下に成り立つ特殊な事例であったこ

とも否めない。なぜなら’931年の機構改革によって東京市立図書館の運営は東京市社会教育課に移管

され，今津が辞職すると図書館は思想善導的な機関へとその’性質を大きく変化させていくからである。

また今津の読書趣味の酒養を最大の使命とする啓蒙的な図書館理念そのものに，思想善導に通ずるもの

が含まれていた可能性も否定できない。今津は「学校図書館の最も大切な機能の一は，児童に対して良

書を提供することである37)｡」など図書館において良書を提供することの重要'性をしばしば主張してい

るが、その「良書」の基準を定めるのはあくまで図書館員なのであった。このような傾向は今津の実践

にも見出すことが出来る。東京市立図書館において，今淫が児童を対象とした「オ話ノ会」の開催を重

視していたことは既に述べた。日比谷図書館や深川図書館で定期的に開催されていた会以外にも当時人

気を博していた口演童話作家を招いた大掛かりな児童講演会は1921（大正１０）年から１９２６（大正

１５・昭和元）年までの問に１６回行われており，今津の実践が児童奉仕の先駆的なものであることの証

左として高く評価されてきた38)。しかしながらこの「オ話ノ会」についても今津は「どう云ふ本を読まな

ければならぬかと云ふことを教へ，其習慣を幼少の頃から附ける」ことを目的とするものであり，「若し

此点を閑却して図書館を経営して子供日本を読ませ，お伽話をする」のであれば「嵯鉄が出来はせぬか」

と述べている39)。また労働者や徒弟を対象とした「薮入りデー」の実施は，これらの人々が仕事の後に活

動写真や盛り場ではなく図書館に来て「修養」に努めることを奨励し，読書の習慣を身につけさせると

いう意図に基づくものであった。このような今津の「良書の普及」や「読書趣味および習慣の養成」を
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目的とした啓蒙的活動は，図書館を人々の教化機関として活用しようとしていた当時の文部省の社会教

育構想とも合致するものであったといえる。確かに今津には図書館を「生涯的普遍的教育」機関，「利用

者本位」のものとするために人々の噌好やニーズに最大限応じようとする姿勢があるが，最終的な「選

択」権，何を「良書」とするかという基準を決定するのはあくまで図書館側にあった。何を読めばよい

のか分からない人々のために，「良'評」を選択して提供していくことは，利用者を無前提に「啓蒙される

べき」存在とする限り，ともすれば一定の価値観を人々に押し付ける危険性を単むものである。このこ

とが，人々の噌好を踏まえながらより深い位相での「思想善導」を目指す「デモクラシー的」な大正期

の社会教育構想へと接続する可能性も否定できない。

以下では東京市立図書館の発展を踏まえ，当時の社会教育の策定に携っていた乗杉嘉寿と川本字之介

における図書館の位置づけを概観し，今津の図書館理念との関係を検討する。

4．官僚の社会教育構想における図書館一乗杉嘉寿，川本宇之介を中心に－

乗杉と川本は、それぞれ通俗教育を専管する普通学務局第四課の初代課長とその部下として社会教育

の浸透に努め，「社会と教化』の編集にも携っていた。乗杉と川本は社会教育を実践する機関として図書

館に注目し，しばしば社会教育と図書館の関係に言及している。まず、乗杉の図書館の位置づけを見て

みよう。

乗杉は「社会教育の方法中，外から之を強ひるのでなくして，各人自らの要求によって，その欲する

だけ修養することが出来，而もその効果の著しいのは図書館設備である｡」として，図書館を「各個人を

文化的に洗練するには最もよき機関」と評価している'０)。乗杉の構想において，社会教育は二つの役割

を担っていた。第一は自発的な学習態度の養成を目標とする学校教育再編の補充であり，第二は国民全

体の思想善導である。その11'で，図書館は国家を繁栄に導く「に|主人」を育成する社会教育の重要な機

関なのであった''>･乗杉は図書館を自発的に自分の要求に応じた学習を行うことを可能とする場，「各個

人を文化的に洗練する」機関と評価している。しかしながら，乗杉は図書館を発展させ，人々の自発的

な学習活動を促進することを主眼においていたわけではない。それは，「最も注意すべきものは（中略）

図書の選択が一番の要件である。読むことそれ自身は良くもなければ悪し〈もない。良い本を読むこと

に依って初めて宣いのである42)｡」にもあらわれている。乗杉にとって図書館はあくまで国家の発展を目

標として機能すべきものであり，個人の知識や文化的生活の向上がみられたとしても，それは副次的な

ものに過ぎないのである。

また，川本宇之介は社会教育を「教育の社会化」と「社会の教育化」を促進するものととらえ，乗杉

と同様に図書館を社会教育の実践の場として重視していた43)｡川本は図書館における教育を，「一生涯に

亙る過程とか，自由意志に基づく自己教育とか，デモクラシーの思想とか、余暇の賢明なる活用と殊に

最も関係深く，良くその原理を実現せるもの」と考えていた。なぜなら，「図書館は，児童青年より老人

に至るまで（中略）其の最も祁合の良いときに各自の来るのを侯ち，其学ﾉﾉ其1職業，その希望に応ずる

ところの図書を与へ以て新知識新技術新思想を供給する」からである小'１。

川本は，乗杉と比較すると図書館を「一生涯に亙る」教育，自由意志に基づく、己教育」の場とす

る位置づけをより明確に打ち出しているといえよう。もちろん，川本が図書館における教育を「国民形

成」や「思想善導」に収束していくものとしてとらえていたことも事実である。なぜなら川本は「いふ

までもなく，この新聞雑誌は社会教育上有力なる一機関である45)」が「この間に又種々の悪影響を与ふ
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るものあることを忘れてはならない46)」としているからである。しかしながら，乗杉や川本の社会教育

構想における図書館の位置付けは「思想善導」という枠組みに根ざしながらも，個人の要求に応じた学

習機会の提供や生涯的な教育機関の役割を模索する「デモクラシー的」志向を併せ持つものであったこ

とも指摘できる47)。つまり，乗杉と川本は当時の人々 の文化的なものへの志向や学習意欲の向上を社会

教育構想の中に組み込みながら社会教育を進展させていこうとしていたのだといえる。このような乗杉

と川本の図書館の重視は構想にとどまらず，文部省図書館員教習所の開所という形で図書館の発展に貢

献した。この教習所は当時としては珍しい男女共学制の，日本初の図書館員養成機関である。教習所に

はほとんど何の後ろ盾もなく，乗杉と川本は手弁当で講師を務めていたことを考えると、両者には図書

館を社会教育機関として発展させる意図が明確にあった。この教習所では今津も講師を務めていたこと

から，乗杉・川本と今津の間には面識があり，特に川本に関しては、今津が館頭であった一時期（1916

年４月-1920年７月)，東京市教育課に勤務していた関係から図書館理念に関して互いに影響するとこ

ろが少なからずあったのではないかと考えられる。川本の構想と今漂の図書館理念を比較してみると，

図書館を「生涯的」な教育機関と位置付けている点において共通している。そしてこのような社会教育

官僚の図書館の位置付けは，今津の図書館理念や当時の文化的なものを志向する時代風潮と共振するも

のであり，それは東京市立図書館における実践が成功したこととも無縁ではないだろう。つまり今津の

東京市立図書館における実践が可能であったのは，乗杉や川本の図書館の位置付けに今津の理念と通ず

る「デモクラシー的」な要素が存在する一方で，今津の「良書の普及」と「読書趣味習慣の養成」を目

標とした啓蒙的な図書館理念にも，デモクラシー的な方法を内包しつつも社会全体の教化を目指した乗

杉や川本の社会教育構想と結びつく可能性があったからだといえる。従って東京市立図書館は東京の

人々の都市生活に密着し，文化的要求の高まりに応えただけではなく，乗杉や川本の社会教育構想を実

践した存在であったとも考えられる。

お わりに

社会教育成立期の図書館について社会教育史研究においては「思想善導機関」としての役割が強調さ

れ，その一方で，図書館史研究においては図書館の「デモクラシー」的な性質が強調されるという二項

対立的な評価がされてきた。本稿では，これらの研究を踏まえて東京市立図書館における社会教育実践

を検討した。

東京市立図書館では，今津慈海の図書館を「生涯的普遍的教育機関｣，「利用者本位」のものとする理

念に基づく活動があった。これらの活動は，当時の人々のニーズや文化的要求の高まりに応じようとよ

うとするものであり，都市生活に密着して展開されたこともあって，東京市立図書館を発展させた。そ

の一方で，図書館史研究において公共図書館の先覚者として高く評価されてきた今津の理念は，多分に

啓蒙的な要素を内包するものであった。利用者のニーズを汲み取りつつ，図書館の運営者が「良書」の

基準を決定し利用者に提供することが，一定の価値観を押し付ける危険性を潜在的に持つものであった

ことも否めない。

今津の図書館理念や実践を踏まえ，当時の社会教育に携った乗杉，川本における図書館の位置づけを

検討すると，図書館を自発的な学習の場，生涯にわたる教育の場とする点において今津の理念に通ずる

ところがあった。また，今津の啓蒙的な図書館理念も乗杉や川本の社会教育構想に接続する可能性を持

つものであった。このことから，東京市立図書館は官僚の構想と接点があったからこそ発展したのであ
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社会教育の時期区分については，小川利夫｢現代社会教育思想の生成一日本社会教育思想史序説一｣『講座現代

社会教育Ｉ現代社会教育の理論」所収，１９７７年，亜紀書房および松田武雄「社会教育史研究における先行研

究と方法論の検討一社会教育成立期を中心に－」『九州大学大学院教育学研究紀要』第４４集，１９９８年，35-64

頁を参照。

『野|H1教育研究所紀典」第二○紺，１９６１年，大空社，１９９２年，１３６－１３７頁所収。

宮原誠一『図書館と社会教育」春陽堂，１９５４年や宮坂広作「近代日本社会教育史の研究」法政大学出版局，

1968年にも図書館に関する言及かあるが，いずれも断片的な記述にとどまっている。

国立教育研究所編「日本近代教育百年史第７巻社会教育(1)」１９７４年。

たとえば裏田武夫，小川剛「明治・大正期公共図書館研究序説」『東京大学教育学部紀喫」第８号，１９６５年

や宮坂広作，前掲丁Iｆがある。

たとえば松田武雄「制度化に至る地域通俗教育の多様性と変容-1880年代から１９１０年代の東京を事例とし

て－」「日本社会教育学会紀要」第３８号，２００２年，１１１－１２０頁などは社会教育政策と地域における社会教育

実践とを検討したものである。

I｣11｣ｊｉｉ治郎「草創101社会教育行政と公共図菩館諭一川本字之介の公共図書館論をめぐって－」『公立図諜館の

思想と実践」森耕一追悼事業会，１９９３年，69-84頁。

奥泉和久「『市立図書館と其事業」の成立と展開」「図書館界」第５２巻第３号，２０００年，134-147頁。

是枝英子「大正デモクラシー時代の図書館」『専修人文論集」54,1994年，145-180頁。

石井牧「日本近代公共図書館史の研究」255-257頁。

是枝，前掲論文，１４５貞。

赤星隆子「今沢慈海の児童図書館論一英米文献との関係を軸とした一考察一」「図書館学会年報」第３６巻第４

号，１８９０年，167-182頁。

細谷電義・関野真吉編「今沢慈海著作年表（稿)」「ひびや」第１３号，１９８０年，７２頁。

１９２１年（大正１０）より発行。１９３８年（昭和１３）７７号で廃刊となる煙

国立教育研究所編，前掲書，１６５－１７１頁及び430-446頁参照。

国立教育研究所編，前掲書，８９５頁。

図書館数は各年の「文部省年報」による。

石井，前掲書，２５５頁。

『図‘I|館雑誌」第５０号，１９２２年。

南博・社会心理研究所『大正文化1905-1927』勤草書房，１９６５年，118-120頁，162-165頁参照。

佐藤政孝『市民社会と図書館の歩み」第一法規，１９７９年，３４頁。

l）
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東京市立図書館における社会教育実践６１

り，その意味において東京市立図書館は当時の社会教育構想の一つの実践であったとも考えられる。

従って，東京市立図書館が「思想善導機関｣，あるいは思想善導の「少数の例外」や「デモクラシー」

的存在であるという単純な二項対立的評価を下すことは出来ない。むしろ東京市立図書館の事例は，社

会教育成立期の社会教育実践を歴史的に検討する際に，思想善導かデモクラシーかという二項対立的な

枠組みで論じることの危うさを示しているといえよう。なぜなら，本稿では従来「デモクラシー」的で

あると評価されてきた今津の理念や実践が啓蒙的性質を備えたものであり，その啓蒙'性ゆえに，今津の

理念と実践は，対極にあるとされてきた「思想善導」的な社会教育構想と共存し得たことが示されたか

らである。今後は図書館における社会教育実践とその教育機能をより詳細に明らかにすることを通じ

て，社会教育成立期の社会教育に「矛盾」として存在するとされる思想善導とデモクラシーがどのよう

な連続‘性を持ち，それがどのように実践されたのかを歴史的に検討していくことが必要である。このこ

とによって，個々の教育実践が如何なる理念に基づくものであったか，さらにこの実践が当時の教育構

想や社会にどのように位置付くのかを明らかにし，実態を踏まえた社会教育史を描出することが可能に

なるだろう。本稿で明らかにしたことはその一端を担うものである。
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中央新聞，１９０８年，７月４日

東京都立日比谷図嘗館『五十年紀要」１９５９年，２５頁。

細谷重義「東京市立図書館の変遷一日比谷の創立から現代まで－」『ひびや」4,1958年，４頁。

石井敦編「図書館を育てた人々日本編I」1983年，89-96頁。

今津が海外の図書館学から受けた影響に関しては，赤星隆子，前掲論文に詳しい。

今津慈海『児童図普館の経営」３頁。

今津慈海「公共図111:館は公衆の大学なり」『其事業」第１号，１９２１年，２－３頁．

今濯慈海「成人教育と図書館」『其事業」第３０号，１９２５熊，３頁。

小山静子『子どもたちの近代学校教育と家庭教育』吉川弘文館，２００２年，加藤治『駄菓子屋・読み物と子ど

もの近代」青弓社，２０００年。

成城小学校ではドルトン・プラン導入の準備として，創立当時から図書館教育を重視していたことが成城学園

発行の『教育問題研究」から分かる。なお，成城小学校のlxl書館教育に関しては塩見昇の研究「成城の読書教

育と学校図書館」『大阪教育大学紀喫」第ＩＶ部門第２６巻第３号，１９８７年，145-155頁を参照。

東京都京図書館『ひびや」第１４８号，１９９９年，１０２頁。

1926年(大正15/昭和l)には閲覧人員が減少しているか，これは１９２３年の関東大震災の影響が残っているた

めである。

｢其事業」第１５号，１９２３年，１４頁。

９月２２日からは新聞雑誌室を開放し，Ⅸl書館前には長蛇の列ができたという”（『其事業」第１８号，１９２４年，

６－１３頁)。

竹内善作「図書館の郷土化」『其事業」第２９号，１９２４年，1-3頁。

今津慈海「学校図書館に就いて」「其事業」２２号，１９２４年，２頁。

小河内芳子「資料東京の児童図書館明治２０年(1887)－昭和２０年(1945)」『Libraryandlnformation

Science』No.９，１９７１年，209-229頁。

今津慈海「図書館及通俗読み物」文部省普通学務局編「社会教育講演集」１９２１年，22-23頁。

乗杉嘉寿「文化生活と図書館」『社会と教化』第２巻第９号，１９２３年，４頁。

乗杉嘉寿『社会教育の研究」同文館，１９２３年，45-48頁。

同前。

川本は，「学校教育以外に於て，寺院寺社も含ませて論ずると図書館が，矢張其の他の社会教育の中心として大

に活躍する所がなければならないと信ずる｡」と述べている。（｢教育の社会化と社会の教育化」「社会と教化』

第１巻第９号，１９２１年，１６頁）

川本字之介『社会教育の体系と施設継営・経営篇」最新教育研究会，１９３１年，２－３頁。

川本宇之介「教育の社会化と社会の教育化」「社会と教化」第１巻第８号，１９２１年，１１頁。

同前。

川本の図書館論は「社会教育の体系と施設経営・経営編」（1931年）において一応の体系化をみるが，少なく

とも大正期に関しては乗杉の図書館の位置づけとの違いは明確ではない。従って本稿では，両者を並置して今

爆の論と比較を行った。乗杉と川本の図書館の位置付けの違いは両者の社会教育構想の違いに関わると考えら

れるが，これは本稿とは別に論じられるべき大きな問題であるので機会を改めて論じたい。
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